医用工学概論実習７　整流回路、電磁誘導
オシロスコープと発振器を使って、半波整流、全波整流回路の特性を実際に測定して理解を深める。
コンデンサの直列、並列計算法、コンデンサによる平滑回路の原理を理解する。
電磁誘導の現象を観察して、トランスの原理を理解し、電磁波の存在を実感して下さい。
各グループに１台のオシロスコープ、１台の発振器、１台のテスターを用意する。
各自、基板（ラグ板）１枚、抵抗１本、ダイオード４本、コンデンサ４本、
３本のインダクタンス（コイル）（ビニール線１０ｍを巻いた物）を用意する。
1． １本のダイオードで、順方向と逆方向の抵抗値をテスターで測定した。
順方向では1.4MΩ、逆方向では21MΩであった。
ダイオードの抵抗値が順方向と逆方向で異なる理由を説明して下さい。
2． ５０Hz正弦波を半波整流した電圧波形を示す。
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このような波形が観察される理由を説明して下さい。
3． 半波整流電圧出力に１０μFコンデンサを抵抗に並列接続した脈流波形を示す。
この脈流のリップル率を計算して下さい。
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4． コンデンサを追加して２個の１０μFコンデンサを抵抗に並列接続した場合の
出力波形を示す。この脈流のリップル率を計算してください。
２個のコンデンサの並列合成静電容量を計算してください。
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5． １０μFコンデンサを２個直列接続して抵抗に並列接続した場合の波形を示す。
２個のコンデンサの直列合成静電容量を計算してください。
３、４、５の結果から、リップル率とコンデンサ容量の関係を説明して下さい。
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6． １００μFコンデンサを抵抗に並列接続した波形を示す。
この脈流のリップル率を計算してください。
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7． １０００μFコンデンサを抵抗に並列接続した波形を示す。
この脈流のリップル率を計算してください。
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上記３～７から、脈流のリップル率と、平滑化コンデンサ容量との関係を考察してください。
8． ５０Hz正弦波を全波整流した波形を示す。
４本のダイオードをブリッジ接続した前派整流回路が、このような電圧波形を出力する理由を考察して下さい。
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9． １０μFコンデンサを抵抗に並列接続した場合の出力波形を示す。
この脈流のリップル率を計算してください。
１０μFコンデンサ１本をつないだ半波整流の場合と比べ、
リップル率がどれだけ改善したか計算して下さい。
全波整流の利点を記述してください。
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10． ２個のインダクタンス（コイル）が重なっている場合、１個のコイルに交流電圧をかけて
交流電圧がかかっていないコイルの出力電圧をオシロスコープで観察した。
この現象を何というか。説明せよ。
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11． 両手でオシロスコープの電極を持った状態で、人体表面からの出力電圧を測定した。
この信号は何を示しているか、周波数は何Hzか、なぜ発生するか、説明して下さい。
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12． 発振器の周波数を上げると電磁誘導による交流電圧が上昇し、伝わる能率が上がる。
その理由を説明して下さい。
13． オシロスコープ側のインダクタンスの巻き数を２倍にする前と後の観察波形を示す。
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　　２倍にする前　　　　　　　　　　　　２倍にした後
このような結果になる理由を説明して下さい。トランスの原理を説明してください。
１４、この実習７ の感想、意見を書いて下さい。
